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然死した10症例中 6 例において KCNQ 1 の C 末
端に存在する G643S （G1927A）多型が確認され
た．一方，同多型は比較対象者群には11% のみ
に認められた．
【考察】
　G643S 多型は既出論文において培養細胞を用
いた機能解析の結果，心臓の IKs（緩徐活性化遅
延整流カリウム）電流の発現を約30％低下するこ
とが報告されている．従って，精神疾患の薬物治
療中に突然死した症例のうち G643S 多型を保有
する 6 例では臨床症状として出現しない程度の心
臓のカリウムイオンチャネルの働きが低下してい
る状態においてカリウムイオンチャネルの働きを
抑制する抗精神病薬及び抗うつ薬の影響が加わる
ことで，QT 延長の臨床像が顕著化し，Torsade 
de Pointes 等の致死的不整脈を招来して突然死
に至った可能性が強く示唆された．
　今後，本研究の結果の確証を得るためには，さ
らなる事例数を検証することが必要となるが，精
神科的薬物処方前の遺伝子解析が向精神薬服用者
の突然死を減少させる可能性を示した貴重な結果
であると考える．
